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研究課題：「化学放射線療法後の Durvalumab 維持療法における肺臓炎発現

に化学療法レジメン選択が与える影響について」に関する情報公開 

 

１．研究の対象 

2018 年 8 月 1 日～2021 年 2 月 28 日に名古屋大学医学部附属病院でデュルバルマ

ブ維持療法を行った方 

 

２．研究目的・方法・研究期間 

【研究目的】 

切除不能局所進行非小細胞肺がんに対して化学放射線療法（抗がん剤と放射線照射

を組み合わせた治療）の後にデュルバルマブ維持療法を行うことは現在の標準治療と

されています。 

デュルバルマブ維持療法により治療成績が向上する一方で、肺臓炎という副作用に

より治療が継続できなくなる方も散見されます。また、日本人においては肺臓炎がお

きやすいことが知られており、特に注意が必要です。 

これまで、化学放射線療法に用いる抗がん剤の種類が肺臓炎に与える影響について

は十分に検討されていませんでした。そこで、デュルバルマブ維持療法による肺臓炎

に抗がん剤の種類が及ぼす影響を明らかにすることを目的として研究を行います。こ

の研究が、より安全なデュルバルマブ維持療法の一助となることが期待されます。 

 

【研究方法】 

デュルバルマブ維持療法を受けた肺がん患者さんの情報および肺臓炎の発現状況な

どについて名古屋大学医学部附属病院の電子カルテから情報収集して検討します。研究

のために検査を追加するなど，患者さんの負担となるようなことは行いません。 

 

【研究期間】 

 実施承認日から 2028 年 3 月 31 日まで 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

以下の情報を研究に用います。 

年齢、性別、身長、体重、喫煙歴、肺がんの種類、化学放射線療法およびデュルバルマブ

維持療法の治療内容、肺臓炎の有無および重篤度など。 

 

４．外部への試料・情報の提供 

他施設へのデータの提供は、特定の関係者以外がアクセスできない状態で電子媒体を用

いて行います。連結表は、研究代表施設の研究責任者が保管・管理します。 
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５．研究組織 

碧南市民病院    薬剤部  板倉由縁 

トヨタ記念病院    薬剤科  久田達也 

トヨタ記念病院    薬剤科  桂川健司 

トヨタ記念病院    薬剤科  大池恵生 

トヨタ記念病院    薬剤科  髙取裕司 

三河大野もみじ薬局   薬剤師  荒川裕貴 

名古屋大学医学部附属病院 薬剤部  宮崎雅之 

名古屋大学医学部附属病院 薬剤部  川原田祐貴 

中京病院     薬剤部  中根茂喜 

中部ろうさい病院   薬剤部  荒川正悟 

名古屋掖済会病院   薬剤部  新井孝文 

 

６．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲

内で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申し出下さい。 

また、情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人

の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出

ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。ただし、解析終

了後または学会・論文での発表後はデータを削除できないことがあります。 

 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

名古屋大学医学部附属病院 薬剤部 川原田 祐貴 

住所 名古屋市昭和区鶴舞町65  

電話 052-741-2111（内線 5339）  

 

研究責任者：名古屋大学医学部附属病院 薬剤部 川原田 祐貴 

研究代表者：名古屋掖済会 

病院     薬剤部 新井孝文 


